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古来から繊維、食料だけでなく工業原料にも使われて
きた大麻。しかし現在、大麻の栽培は大麻取締法によ
り厳しく規制されている。そのなかで無毒大麻を産業
に活かそうとしている動きを追った。

取材・文／松田恭子 

今から始める大麻栽培
無毒大麻を産業に活かす

特集
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日
本
麻
振
興
会
の
初
イ
ベ
ン
ト

６
�月
23
～
24
日
、
栃
木
県
鹿
沼
市
に
お

い
て
日
本
麻
振
興
会
の
初
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
「
日
本
麻
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
a
n
d
フ

ォ
ー
ラ
ム
i
n
栃
木
」
が
開
催
さ
れ
、
麻

産
業
関
係
者
や
栽
培
者
な
ど
約
�
�
�
�

３００


�名

が
参
加
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
歴
史
研
究
家
の
林
博

章
氏
が
「
麻
文
化
と
日
本
の
未
来
」
と
題

し
、
阿
波
忌
部
氏
の
ヤ
マ
ト
朝
廷
進
出
と

と
も
に
阿
波
国
（
徳
島
県
）
か
ら
麻
文
化

が
全
国
に
伝
わ
っ
た
歴
史
を
解
説
し
た
。

続
い
て
阿
波
忌
部
氏
直
系
の
三
木
信
夫
氏

が
「
大
嘗
祭
と
あ
ら
た
え
神
事
」
に
つ
い

て
講
演
し
、
天
皇
が
即
位
後
に
大
嘗
祭
で

祀
る
あ
ら
た
え
（
麻
織
物
）
の
調
製
と
奉

納
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
両
氏
に
栃
木
県

立
博
物
館
学
芸
員
の
篠
崎
茂
雄
氏
を
加
え

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
麻

は
古
来
よ
り
日
本
人
と
関
わ
り
が
深
く
、

か
つ
て
は
全
国
で
栽
培
さ
れ
て
き
た
の
に

現
在
で
は
麻
に
対
す
る
誤
解
が
多
い
」（
篠

崎
氏
）、「
麻
の
加
工
技
術
は
簡
単
な
よ
う

で
大
変
。
こ
の
ま
ま
で
は
需
要
が
増
え
て

も
技
術
が
途
絶
え
る
事
態
に
な
り
か
ね
ず

心
配
し
て
い
る
」（
三
木
氏
）、「
無
毒
化

し
た
麻
は
大
麻
と
区
別
し
日
本
文
化
と
し

て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
」（
林
氏
）
と
い

う
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

全
国
の
麻
栽
培
は
わ
ず
か
５
ha

主
催
者
の
日
本
麻
振
興
会
は
今
年
�
�
４
�月

に
設
立
さ
れ
た
。
会
長
は
、
日
本
一
の
麻

生
産
地
で
あ
る
栃
木
県
鹿
沼
市
の
麻
農
家

七
�
�
�
�
�
�
���


�
��

�
�
�

代目

大
森由久


氏
。
大
森
氏
を
含め

た

５
����



�
�
���������









人
の
設
立
発起

人
は
い
ず
れ
も
麻
を
栽

培
す
る
農
家
だ
。
こ
の
会
は
、
日
本
各
地

に
伝
わ
る
麻
に
関
す
る
伝
統
文
化
・
生
活

の
中
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
技
術
を
後
世
に

伝
え
、
ま
た
、
麻
に
係
わ
る
産
業
の
振
興

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

な
ぜ
、
日
本
麻
振
興
会
を
こ
の
時
期
に

立
ち
あ
げ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
�
�
�
�
������





�
�

１９３４������









�
�

年
に
全
国
で
約
�
�
１
�万
ha
作
付

け
さ
れ
て
い
た
麻
は
戦
後
減
少
し
、
こ
こ

数
年
だ
け
で
も
作
付
面
積
は
10�

ha 

か
ら

５
ha
未
満
へ
減
少
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は

麻
を
作
る
の
は
ウ
チ
だ
け
に
な
っ
て
し
ま

う
」（
大
森
氏
）

大
森
氏
は
�
�
�

１
・
１
ha
の
麻
を
栽
培
し
て

い
る
。
以
前
は
収
穫
し
た
麻
の
茎
の
皮
を

む
き
屑
を
取
り
除
い
た
「
精
麻
」
を
仲
買

人
に
販
売
し
て
い
た
。
10
年
前
、
熱
田
神

宮
か
ら
の
問
合
せ
が
大
森
氏
の
麻
づ
く
り

を
大
き
く
変
え
た
。
宝
物
を
入
れ
る
木
箱

を
封
じ
る
麻
の
紐
が
切
れ
る
た
め
、
切
れ

な
い
麻
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
要

望
だ
っ
た
。

「
調
べ
て
み
る
と
、
麻
を
白
く
す
る
た
め

に
硫
黄
で
蒸
す
工
程
が
麻
の
強
度
を
下
げ

て
い
た
。
栽
培
に
も
工
夫
す
べ
き
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
仲
買
人
か
ら
先

の
流
通
や
用
途
は
全
く
知
ら
な
か
っ
た

が
、
使
い
手
が
必
要
と
す
る
麻
を
作
ろ
う

と
思
い
、
小
売
を
始
め
た
」（
大
森
氏
）

無
毒
化
大
麻
の
産
業
利
用
を

今
で
は
仲
買
人
を
介
さ
ず
�
�
���



消費

者
��

に
販

売
し
て
い
る
大
森
氏
の
麻
は
、
相
模
原
市

の
新
戸
の
大
凧
の
糸
、
野
口
英
世
の
生
家

の
茅
葺
き
屋
根
の
屋
根
材
、
横
綱
白
鳳
の

ま
わ
し
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

大
森
氏
は
自
分
で
最
終
商
品
ま
で
作
っ
た

り
面
積
を
広
げ
た
り
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。「
あ
ま
り
欲
張
る
と
罰
が
あ
た

る
（
笑
）。
そ
れ
よ
り
全
国
で
栽
培
が
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
生
産
量
が
増
え
て
消

費
現
場
を
残
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
各
地

に
残
る
加
工
技
術
の
優
れ
た
点
を
活
用
し

今
、
な
ぜ
大
麻
な
の
か

麻
産
業
の
危
機
と
日
本
麻
振
興
会
の
設
立

た
い
。
今
後
は
振
興
会
の
な
か
で
栽
培
や

加
工
の
技
術
を
共
有
し
、
販
売
も
連
携
し

て
い
き
た
い
」
と
大
森
氏
は
話
す
。

現
在
、
日
本
麻
振
興
会
の
会
員
は
約
�１

５
００�������������















人
。
麻
を
栽
培
し
て
い
る
人
、
麻

文
化
に
携
わ
る
人
の
他
、
麻
の
産
業
化
に

興
味
を
持
つ
人
が
入
会
し
て
い
る
。

「
日
本
麻
振
興
会
は
伝
統
文
化
を
後
世
に

伝
え
る
た
め
生
産
現
場
を
し
っ
か
り
構
築

す
る
と
い
う
立
場
。
マ
リ
フ
ァ
ナ
も
許
可

さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
人
は
会
に
は
入
れ

な
い
。
我
々
は
無
毒
化
さ
れ
た
麻
の
産
業

的
な
利
用
を
目
指
し
て
お
り
、
守
る
べ
き

と
こ
ろ
は
守
っ
た
う
え
で
栽
培
に
支
障
の

あ
る
部
分
の
変
更
は
今
後
国
に
求
め
て
い

き
た
い
」（
大
森
氏
）

生
産
、
加
工
、
消費

を
つ
な
げ
る
新
た

な
取
り
組
み
に
注
目
し
た
い
。

大森 由久 氏
（おおもり よしひさ）

国内の麻生産の 90％以上を
占める栃木県における麻農
家の七代目。2012年4月「日
本麻振興会」設立、会長に
就任。

日本麻振興会の問合先
野州麻紙工房
〒 328-0212
栃木県鹿沼市下永野 600-1
TEL・FAX  0289-84-8511
携帯  080-2394-7574
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特集 今から始める大麻栽培
無毒大麻を産業に活かす

つ
の
基
礎
知
識

中
央
ア
ジ
ア
原
産
と
さ
れ
る
ア
サ
科
ア

サ
属
の
一
年
草
（
�
�
���



学
名
は
��

麻
、Cannabis 

L

）。
種
ま
き
か
ら
約
１１０


日
の
短
期

間
で
高
さ
２
・
５
ｍ
の
背
丈
に
育
つ
。
縄

文
時
代
の
貝
塚
か
ら
麻
の
縄
や
編
物
が
出

土
し
て
お
り
、古
く
か
ら
衣
、装
身
具
、食
、

生
活
用
具
、
漁
業
、
狩
猟
、
神
事
な
ど
日

常
生
活
の
多
様
な
用
途
に
使
用
さ
れ
て
い

た
。
江
戸
時
代
に
は
藍
・
紅
花
と
と
も
に

「
三
草
」
と
呼
ば
れ
実
生
活
に
有
用
な
作

物
と
し
て
全
国
で
栽
培
さ
れ
た
。

大
麻
を
正
し
く
知
る

6大
麻
と
は
？

1
麻
の
種
類

2麻
に
は
、
大
麻
以
外
に
も
苧
麻
（
カ
ラ

ム
シ
）・
黄
麻
（
ジ
ュ
ー
ト
）・
亜
麻
な
ど

20
種
類
あ
る
が
（
表
１
）、
植
物
学
上
の

分
類
は
異
な
る
。
こ
れ
ら
の
作
物
に
麻
と

い
う
名
前
が
つ
い
た
理
由
は
、
麻
が
「
長

く
て
強
い
繊
維
」
を
総
称
し
て
い
る
か
ら

で
、
麻
と
い
う
漢
字
は
屋
根
の
下
で
茎
を

こ
す
っ
て
繊
維
を
取
り
出
し
て
い
る
様
子

を
表
し
て
い
る
。
明
治
以
降
に
亜
麻
、
黄

麻
、
マ
ニ
ラ
麻
な
ど
の
作
物
が
日
本
に
入

っ
て
き
た
際
、
従
来
か
ら
あ
っ
た
麻
を
区

別
す
る
た
め
に
「
大
麻
」
と
い
う
名
前
が

定
着
し
た
が
植
物
の
名
前
で
は
な
い
。

大
麻
取
締
法
に
よ
る
規
制

3１９４


８
年
に
公
布
・
施
行
さ
れ
た
大

麻
取
締
法
は
、
大
麻
（
種
子
は
対
象
外
）

に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
制
限
を
設
け
て

い
る
。

大
麻
取
扱
者
は
都
道
府
県
知
事
の
免
許

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
条
件

は
、「
麻
薬
、
大
麻
又
は
あ
へ
ん
の

中
毒
者
」「
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ

ら
れ
た
者
」「
成
年
被
後
見
人
、
被

保
佐
人
又
は
未
成
年
者
」
以
外
と
定

め
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
都
道

府
県
ご
と
に
審
査
基
準
が
あ
り
許
可

を
出
さ
な
い
方
針
の
地
域
も
あ
る
よ

う
だ
。
大
麻
栽
培
者
の
数
は
２
００


９
年 

12
月
31
日
時
点
で
全
国
56
人
。

所持………………………………▲

栽培………………………………▲

譲り受け、譲り渡し……………▲

研究使用…………………………▲

輸出入……………………………△

医薬品の施用……………………×

医薬品もしくは薬事又は自然科
学に関する記事を医療関係者等
向けの新聞や雑誌に掲載………×

大麻の広告………………………×

・�▲は、大麻取扱者（大麻栽培者と大麻
研究者）を除き禁止

・△は、大麻研究者を除き禁止

表 1　主な麻の種類

大 麻 亜 麻 黄 麻 苧 麻

呼　名 アサ アマ コウマ チョマ、からむし

繊維の
英名

Hemp
ヘンプ

Flax、Linen
リネン

Jute
ジュート

Ramie
ラミー

分　類 アサ科
1年草

アマ科
1年草

シナノキ科
1年草

イラクサ科
多年生

成　長 約110日で2.5ｍ 約１年で80cm 約４ヶ月で３m 50日間で２ｍ

生産国 中国、フランス 中国、フランス インド、バングラ
ディッシュ、中国

中国、ブラジル、
フィリピン

日本の産地 栃木 北海道 熊本、大分 本州各地、福島

繊維の
特徴

苧麻と同じくら
い強度が高い。
繊維の中空孔が
大きく水分の吸
収・放散が速い。

風合いはしなや
かで綿に近い。
天然素材の中で、
最も汚れが落ち
やすい。

繊維の持つ毛羽
でボリューム感
が出る。伸びる
度合いが小さく
結束性に優れる。

天然繊維の中で
は最も強度が高
く、シャリ感が
ある。

主な用途
神社のしめ縄、
花火（炭）、蚊帳、
畳の経糸

衣料、寝装具、
タオル、テーブ
ルクロス

麻袋、カーペッ
ト裏地の基布

衣料、麻織物、
寝装具、電車座
席カバー
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大
麻
の
薬
理
作
用

4大
麻
は
、
麻
酔
性
の
強
い
「
薬
用
型
」

と
麻
酔
性
が
少
な
い
「
繊
維
型
」
の
も
の

に
大
別
さ
れ
る
。
大
麻
の
花
や
葉
に
含
ま

れ
る
化
学
物
質
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
カ
ン
ナ
ビ

ノ
ー
ル
�
�
�
�
���������









（
�
�
�
���������









ＴＨＣ


）
に
は
薬
理
作
用
が
あ

り
、
い
わ
ゆ
る
大
麻
（
マ
リ
フ
ァ
ナ
）
の

主
成
分
と
な
る
。「
薬
用
型
」
の
ＴＨＣ



含
量
は
重
量
比
３
～
６
％
だ
が
、
日
本
で

古
来
栽
培
さ
れ
て
い
た
在
来
種
の
含
量
は

１
％
前
後
����



�
�������







、
現
在
国
内
で
許
可
さ
れ
て
栽

培
さ
れ
て
い
る
改
良
品
種（
と
ち
ぎ
し
ろ
）

は
０
・
２
～
０
・
３
％
で
あ
る
。

大
麻
の
様
々
な
用
途

5大
麻
は
茎
か
ら
と
れ
る
繊
維
の
他
に
も

茎
の
芯
や
そ
の
炭
���������









、
種
子
が
活
用
で
き
、

２
�
�
�
�
�
����������
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５
０００


種
類
の
生
活
用
品
が
で
き

る
と
い
う
。

■�

繊
維
か
ら　

神
社
で
お
祓
い
す
る
時
に

左
右
に
ふ
る
神
具（
大
麻
・
お
お
ぬ
さ
）、

神
社
の
し
め
縄
、
弓
道
の
弓
弦
、
小
鼓

等
古
典
芸
能
の
楽
器
、
横
綱
の
化
粧
回

し
�����




�
�
�
�

、
麻
織
物
、
畳
の
経
糸

■�

繊
維
を
と
っ
た
後
の
麻
幹
（
オ
ガ
ラ
）

か
ら　

建
材
（
茅
葺
き
屋
根
の
下
に
敷

く
）、
炭
（
打
ち
上
げ
花
火
に
使
わ
れ

て
い
る
）、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
原
料

■�

種
子
か
ら　

七
味
唐
辛
子
に
含
ま
れ
る

麻
の
実
、
油
、
化
粧
品

国
内
外
の
産
地

6Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
際
食
糧
農
業
機
関
）
に
よ

れ
ば
、
世
界
の
大
麻
生
産
量
は
２
０１０



年
時
点
で
大
麻
種
子
が
５
万
５
�
�
�
�

０００�


ト

ン
、
大
麻
繊
維
が
６
万９

�
�
�
���



０００���






ト
ン
で

あ
り
、
35
年
前
の
55
％
、
20
％
に
減
少
し

て
い
る
。
主
な
産
地
は
大
麻
種
子
で
は
中

国
、
フ
ラ
ン
ス
で
あ
り
、
大
麻
繊
維
で
は

中
国
、
北
朝
鮮
、
チ
リ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
で

あ
る
（
表
２
、
３
）。

国
内
で
は
、
１９３４



年
に
約
１万


ha
、
50
年
に
は
４０４９



ha
の
作
付
面
積

が
あ
っ
た
が
現
在
は
わ
ず
か
５
ha
に
激
減

し
た
。
34
年
の
生
産
量
を
み
る
と
栃
木
県

（
�
�
�������





�
�
�
�
���
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７�������






�
�
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�
���


％
）、
広
島
県
（
１
�
�
�
���


０�

�
���


・
�
���


１���


％
）、

長
野
県
（
８
％
）、
熊
本
県
（
３
・
４
％
）、

岩
手
県
（
２
・
７
％
）、
島
根
県
（
２
・

２
％
）、
群
馬
県
（
２
・
２
％
）、
宮
崎
県

（
２
・
１
％
）、
福
井
県
（
１
・
９
％
）、

青
森
県
（
１
・
９
％
）
の
順
に
多
い
。
栃

木
県
は
軍
用
麻
製
品
や
神
事
の
用
途
が
多

か
っ
た
の
に
対
し
、
畳
の
経
糸
や
漁
網
の

用
途
が
多
か
っ
た
こ
と
が
���


�
�
�

他
��

�
�
�

産
地
衰退

の

要
因
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

現
在
、
栃
木
県
が
全
国
の
９
割
近
く
を

占
め
る
他
に
国
内
産
地
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
群
馬
県
東
吾
妻
町
の
岩
島
地
区
で
は

「
岩
島
麻
保
存
会
」
が
年
間
30
～
35
㎏
を

生
産
す
る
。
長
野
県
は
現
在
で
は
麻
は
栽

培
さ
れ
て
お
ら
ず
、
２
００３


年
に
麻
の

栽
培
復
活
を
求
め
て
美
麻
村
で
産
業
用
大

麻
特
区
を
申
請
し
た
が
最
終
的
に
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
。
最
近
で
は
２
０
�
���



０
８
��

年
に

北
海
道
北
見
市
で
10
ａ
の
大
麻
栽
培
が
始

ま
っ
た
。

世界
全体 中国 フラ

ンス チリ ウクラ
イナ

ハンガ
リー

ルーマ
ニア ロシア ポーラ

ンド
スペ
イン トルコ

1965 101,702 42,000 1,470 3,000 1,241 1,200 6,000 710 3.500
1970 80,448 48,000 523 2,500 524 1,200 2,000 45 2.500
1975 86,713 57,000 2,735 1,700 822 2,000 1,052 326 2.800
1980 64,741 42,000 2,680 1,100 1,664 1,800 280 146 4.600
1985 56,418 41,000 1,845 1,100 961 2,200 251 77 1,500
1990 35,321 25,000 1,100 1,130 1,191 3,000 98 17 850
1995 34,295 28,739 1,850 1,316 1,200 400 70 274 28 7 360
2000 34,588 26,000 5,500 1,100 1,500 50 25 250 13 7 140
2005 49,631 41,348 5,500 1,300 702 450 91 200 20 5 13
2010 55,841 46,800 6,200 1,300 800 500 110 71 30 20 10

表 2　大麻種子の生産量

世界
全体 中国 北朝鮮 チリ ルーマ

ニア ロシア イタ
リア

フラ
ンス

ウクラ
イナ

ハンガ
リー

ポーラ
ンド

1965 340,821 75,000 2,200 3,800 13,882 9,860 3,043 29,200 19,117
1970 280,278 90,000 2,200 3,600 14,728 1,008 205 16,500 13,600
1975 236,234 94,000 2,300 3,600 25,651 125 200 10,600 11,372
1980 186,443 76,000 2,500 3,600 26,100 10 5,400 11,148 4,267
1985 157,157 54,884 6,000 3,800 29,564 800 11,185 2,053
1990 83,977 31,100 9,500 4,000 13,840 200 1,709 794
1995 56,636 22,400 11,000 4,000 1,416 4,300 2 1,000 690 224
2000 53,618 17,000 12,500 4,048 1,400 7,100 437 370 2,000 129 50
2005 76,764 41,348 13,000 4,385 4,700 1,500 1,200 7,100 1,000 500 50
2010 69.677 44,000 13,000 4,385 3,000 1,500 1,200 1,000 1,000 500 50

表 3　大麻繊維の生産量 単位：トン

資料：FAOSTAT

単位：トン
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特集 今から始める大麻栽培
無毒大麻を産業に活かす

大
麻
を
栽
培
す
る
に
は

麻
農
家
七
代
目
大
森
氏
に
聞
く

畝
間
18
㎝
で
畝
を
つ
く
り
、
条
播
し
、

上
か
ら
土
を
か
ぶ
せ
る
。

草
丈
30
㎝
に
成
長
し
た
頃
、
畝
間
を

道
具
で
か
く
。
麻
に
適
度
な
水
分
を

与
え
る
と
同
時
に
水
は
け
を
良
く
す

る
。

麻
は
２
ｍ
超
に
成
長
。
丈
の
低
い
麻

や
虫
に
食
わ
れ
た
麻
を
間
引
く
。

●
意
外
と
肥
料
が
い
る
麻
の
栽
培

　

麻
の
栽
培
に
農
薬
は
使
用
し
て
い

な
い
が
、
肥
料
は
必
要
。
肥
料
を
や

ら
な
い
と
30
㎝
に
し
か
伸
び
な
い
。

特
に
窒
素
が
多
く
要
る
。
昔
は
麻
問

屋
が
千
葉
や
茨
城
に
漁
網
用
の
精
麻

を
持
っ
て
い
き
、
帰
り
に
魚
カ
ス
を

持
ち
帰
っ
て
き
た
。

【
大
森
さ
ん
の
栽
培
メ
モ
】

●
無
毒
大
麻
と
ち
ぎ
し
ろ
の
誕
生

　

昔
、栃
木
県
で
は
「
白
木
」「
赤
木
」

「
青
木
」
と
い
う
在
来
種
が
あ
り
、
高

品
質
の
「
白
木
」
が
多
く
作
ら
れ
た
。

し
か
し
幻
覚
成
分
が
わ
ず
か
に
含
ま

れ
盗
難
が
問
題
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
九
州
大
学
薬
学
部
西
岡

五
夫
教
授
が
発
見
し
た
、
幻
覚
成
分

を
ほ
と
ん
ど
含
ま
な
い
佐
賀
県
在
来

種
の
無
毒
品
種
を
使
っ
て
、
栃
木
県

農
業
試
験
場
の
高
島
大
典
氏
が
１９


７４

年
か
ら
新
品
種
育
成
試
験
を
始

め
た
。
在
来
種
の
無
毒
品
種
は
精
麻

の
品
質
が
悪
い
た
め
、こ
れ
を「
白
木
」

と
交
配
し
、
82
年
に
種
苗
登
録
を
行

い
「
と
ち
ぎ
し
ろ
」
と
命
名
し
た
。

　

と
ち
ぎ
し
ろ
は
、「
白
木
」
と
無
毒

の
在
来
種
の
良
い
性
質
を
兼
ね
備
え

て
い
る
が
、
劣
性
遺
伝
の
た
め
、
在

来
種
と
自
然
交
雑
す
る
と
無
毒
で
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。

種
と
り
用
の
種
を
ま
く
。
１
ha
の
栽

培
用
に
10
ａ
の
圃
場
で
種
と
り
用
の

麻
を
育
て
る
。

ふ
と
が
き
（
５
月
上
旬
）

種
ま
き
（�

３
月
下
旬
〜

４
月
上
旬
）

間
引
き
（�

５
月
下
旬
〜

６
月
初
旬
）

種
ま
き
（
６
月
下
旬
）

種まき間引き

ふとがき



24農業経営者 2012 �年　9 月号

２
・
５
ｍ
に
成
長
し
た
麻
を
改
良
バ

イ
ン
ダ
ー
で
刈
取
り
、
草
刈
り
払
い

機
と
包
丁
で
葉
を
落
と
し
、
束
ね
て

丈
を
揃
え
る
。

刈
取
り
の
午
後
、
麻
釜
に
２
～
３
分

麻
を
浸
す
。

ハ
ウ
ス
内
で
麻
を
３
～
４
日
干
す
。

●
種
と
り
用
の
種
は
県
か
ら
入
手

　

収
穫
し
た
種
は
、
栽
培
用
。
種
と

り
用
の
種
は
県
か
ら
入
手
す
る
原
種

を
使
う
。

【
大
森
さ
ん
の
栽
培
メ
モ
】

●
刈
取
り
は
１
日
５
ａ

　

暑
い
時
期
は
無
理
せ
ず
、
朝
５
時

か
ら
午
前
中
刈
取
り
し
、
午
後
は
他

の
作
業
を
す
る
。
昔
は
手
で
刈
っ
て

い
た
が
今
は
バ
イ
ン
ダ
ー
で
１
日
５

a
く
ら
い
刈
る
。
も
っ
と
多
く
で
き

る
が
、
乾
燥
さ
せ
る
場
所
が
限
ら
れ

て
い
る
た
め
。

中
小
の
種
を
栽
培
用
に
使
う
。

湯
か
け
（
７
月
中
旬
）

刈
取
り
（
７
月
中
旬
）

乾
燥
（
７
月
中
旬
）

種
収
穫
（
10
月
）

大
き
な
雄
株
や
株
間
の
密
な
（
15
㎝

以
下
）
株
を
抜
く
。

間
引
き
（
７
月
中
旬
）

草
丈
30
㎝
に
な
っ
た
頃
、
株
間
１
ｍ

間
隔
に
間
引
き
す
る
。
種
を
多
く
と

る
た
め
、
下
の
枝
か
ら
葉
を
広
げ
る

よ
う
に
育
て
る
。

間
引
き
（
８
月
上
旬
）

●
種
と
り
用
は
大
き
い
株
を
間
引
く

　

大
き
な
株
は
雄
の
株
。
雄
の
株
は

６
a
の
畑
に
５
本
も
あ
れ
ば
十
分
種

が
取
れ
る
の
で
、
抜
い
て
し
ま
う
。

こ
れ
に
気
付
く
ま
で
長
い
間
か
か
っ

た
。
種
と
り
す
る
頃
に
は
雄
株
は
枯

れ
て
し
ま
う
。
同
じ
男
と
し
て
、
何

だ
か
せ
つ
な
い
。

●
交
雑
の
心
配
は
無
用

　

幻
覚
成
分
の
あ
る
毒
性
品
種
は
葉

の
先
の
色
が
全
然
違
う
。
例
え
混
じ

っ
て
い
て
も
す
ぐ
わ
か
る
。
何
十
年

栽
培
し
て
、
毒
性
品
種
が
生
え
て
い

た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。

刈取り湯かけ

乾燥

間引き
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特集 今から始める大麻栽培
無毒大麻を産業に活かす

桶
に
水
を
た
め
て
麻
の
茎
を
漬
け
た

後
、
引
き
上
げ
て
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を

か
ぶ
せ
て
発
酵
さ
せ
、
表
面
を
柔
ら

か
く
す
る
。
精
麻
の
強
さ
が
要
求
さ

れ
る
場
合
は
こ
の
工
程
を
行
わ
な
い
。

繊
維
と
芯
を
わ
け
る
。
茎
の
根
元
を

少
し
折
り
、
裏
も
折
っ
て
皮
を
一
気

に
剥
く
。
男
性
の
仕
事
。
芯
は
お
が

ら
（
麻
幹
）
と
呼
ば
れ
、
建
材
や
炭

の
原
料
と
な
る
。

電
動
の
皮
ひ
き
器
で
麻
の
繊
維
を
ひ

く
。
女
性
の
仕
事
。
昔
は
手
で
作
業

し
て
い
た
の
で
大
変
だ
っ
た
。

●
10
ａ
あ
た
り
収
入
は
80
万
円
！

　

干
し
上
が
っ
た
麻
は
精
麻
15
㎏
を

１
把
と
し
て
取
引
き
さ
れ
る
。
精
麻

は
15
㎏
あ
た
り
22
万
円
で
販
売
し
て

い
る
。
皮
を
は
い
だ
残
り
の
お
が
ら

は
８
㎏
１
５
００

円
。
10
ａ
あ
た
り

収
入
は
80
万
円
だ
か
ら
、
こ
の
辺
り

で
は
高
齢
者
の
良
い
小
遣
い
に
な
っ

て
、
皆
75
歳
、
80
歳
に
な
っ
て
も
栽

培
し
て
い
る
。

麻
は
ぎ

床
ま
わ
し

麻
ひ
き

精
麻
の
完
成

【
大
森
さ
ん
の
栽
培
メ
モ
】

●
精
麻
作
業
は
年
間
通
じ
て
で
き
る

　

乾
燥
さ
せ
た
麻
は
、
冬
の
２
カ
月

を
除
け
ば
１
年
の
う
ち
長
い
間
精
麻

の
作
業
が
で
き
る
、
農
家
に
と
っ
て

は
あ
り
が
た
い
作
物
。

●
麻
づ
く
り
は
神
だ
の
み
？

　

麻
の
根
は
深
さ
15
㎝
。
そ
こ
か
ら

支
根
が
伸
び
る
。
茎
が
柔
ら
か
い
時

に
強
風
が
吹
く
と
倒
れ
て
精
麻
が
で

き
な
い
場
合
も
あ
る
。
そ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
は
、
神
だ
の
み
だ
。

●
連
作
は
３
年
が
限
度

　

３
年
以
上
連
作
す
る
と
発
芽
も
悪

く
な
る
し
収
量
や
品
質
が
落
ち
る
。

後
作
は
蕎
麦
か
小
豆
。
ど
ち
ら
も
と

て
も
美
味
し
く
で
き
る
。

床まわし麻ひき

麻はぎ精床
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わ
れ
て
い
る
。
民
間
が
中
心
と
な
っ
て
経

済
的
に
自
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

い
う
話
に
刺
激
を
受
け
、
97
年
に
���



「
��

北
海

道
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
研
究
会
オ
ホ
ー
ツ

ク
����������









�
��

�
�

」
���������








�
��

�
�

の
設
立
に
参
加
、
２
年
目
か
ら
代
表

を
務
め
た
。
研
究
会
で
議
論
を
重
ね
る
う

ち
に
、
こ
れ
ま
で
お
金
を
か
け
て
捨
て
て

い
る
が
宝
に
な
る
よ
う
な
も
の
は
な
い
か

と
探
す
中
で
、
大
麻
に
行
き
つ
い
た
。
と

い
う
の
も
北
海
道
は
戦
争
中
に
栽
培
を
奨

励
し
て
い
た
大
麻
が
野
生
化
し
、
保
健
所

等
に
よ
る
抜
き
取
り
作
業
が
１
５
０万

本

近
く
に
達
し
て
い
た
。
そ
こ
で
02
年
か
ら

産
業
用
大
麻
の
事
業
化
可
能
性
に
つ
い
て

研
究
を
重
ね
た
。

大
麻
の
栽
培
免
許
が
下
り
た
の
は
07

年
。���������������















以
前
�������������













か
ら
免
許
を
申
請
し
て
い
た
が
、

最
初
道
庁
は
門
前
払
い
だ
っ
た
。し
か
し
、

実
は
北
海
道
に
は
自
分
よ
り
先
に
栽
培
免

許
を
持
っ
て
い
る
生
産
者
が
い
た
。
��

す
で

に
免
許
を
許
可
し
て
い
る
の
に
自
分
に
出

な
い
の
は
な
ぜ
か
、
と
ね
ば
り
強
く
交
渉

し
た
結
果
、
や
っ
と
免
許
が
下
り
た
。
先

に
免
許
を
持
っ
て
い
た
生
産
者
は
そ
の
翌

年
栽
培
を
や
め
て
免
許
を
返
上
し
て
し
ま

っ
た
。
も
し
そ
の
後
に
免
許
を
申
請
し
て

い
た
ら
免
許
は
下
り
て
い
な
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
く
ら
い
、
新
た
な
産
地

で
新
規
に
免
許
を
取
る
こ
と
は
難
し
い
。

新
産
地
に
は
厳
し
い
壁
が

03
～
07
年
に
国
内
の
複
数
産
地
が
��

大
麻

の
栽
培
を
求
め
て
構
造
改
革
特
区
を
提
案

し
た
が
全
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
、
ＴＨＣ


成
分
の
少
な
い
産
業
用

大
麻
を
遊
休
農
地
等
で
栽
培
し
建
材
や
食

品
等
に
加
工
・
販
売
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

08
年
に
国
の
構
造
改
革
特
区
で
は
な
く
北

海
道
独
自
の
�����




�
�
����




「
����



�
�
����




北
海
道
チ
ャレ

ン
ジ
パ
ー

ト
ナ
ー
特
区
��������






�
���



」�������






�
���



（
以
下
、
北
海
道
版
特
区
）

に
申
請
し
８
月
に
認
定
を
受
け
た
。
北
海

道
版
特
区
で
は
、
国
内
産
種
子
の
確
保
に

必
要
な
ＴＨＣ


成
分
検
査
体
制
の
確
立
と

栽
培
体
制
の
確
立
や
新
産
業
の
創
出
等
に

向
け
た
諸
課
題
を
議
論
す
る
た
め
、
北
見

市
と
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
研
究
会
オ
ホ
ー
ツ

ク
麻
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し

た
特
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
道
庁
内

に
発
足
さ
せ
た
。

北
海
道
版
特
区
の
認
定
に
先
立
ち
栽
培

免
許
は
持
っ
て
い
た
��������








。
だ
������






か
ら
、
北
海
道

版
特
区
に
よ
り
�
�
��������








法
律
の
�������







特
例
を
受
け
た
わ

け
で
は
な
い
が
、
���


�
�����





北
海
道
版
特
区
は
大
麻

の
栽
培
を
公
式
の
議
論
の
テ
ー
ブ
ル
に
上

げ
た
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。

北
海
道
で
は
、
���������









大
麻
�������







の
試
験
栽
培
を
始

め
た
後
��������







�
���



に
�������






�
���



栽
培
の
ル
ー
ル
が
厳
し
く
な

り
、
ＴＨＣ


成
分
検
査
は
������






大
学
研
究
者
な

ど
民
間
で
は
な
く
����



�
����




麻
薬
取
締
官
で
な
い
と

ダ
メ
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が

っ
て
北
海
道
で
����������










事
実
上
�������







種
の
更
新
が
で
き

な
い
状
況
に
あ
り
、
現
在
は
最
初
に
入
手

し
た
種
子
を
少
し
ず
つ
使
用
し
て
い
る
。

北海道北見市
大規模栽培を阻む
種子確保の壁

北海道では柵で囲って麻を栽培するよう義務づけられている。

麻
の
栽
培
、新
旧
産
地
の
課
題

舟山秀太郎
建設会社㈱舟山組の代表取
締役社長。1991 年よりハ
ーブ栽培事業を始め、97 年
に農業生産法人を設立。07
年大麻栽培免許を取得後、
08 年から北見で大麻を試験
栽培している。北海道唯一
の栽培免許所有者。

自
立
で
き
る
産
業
を
探
し
て

舟
山
組
は
１９４９



年
に
創
業
し
た
建

設
会
社
だ
が
、
将
来
的
な
公
共
工
事
の
縮

小
を
見
越
し
て
91
年
に
新
規
事
業
と
し
て

ハ
ー
ブ
栽
培
を
始
め
た
。
北
見
は
か
つ
て

世
界
一
の
ハ
ッ
カ
生
産
地
で
あ
り
、
ハ
ー

ブ
栽
培
も
気
候
に
あ
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
た
た
め
だ
。
そ
の
頃
、
北
海

道
経
済
連
合
会
会
長
の
戸
田
一
夫
氏
が
北

見
で
講
演
し
た
際
の
、「
北
海
道
は
官
依

存
体
質
が
強
く
“
や
っ
か
い
ど
う
”
と
言

Case 1
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特集 今から始める大麻栽培
無毒大麻を産業に活かす

で
も
麻
農
家
は
１００


軒
あ
っ
た
。
既
存

の
産
地
は
戦
前
����������










、
���������









戦
後
の
あ
る
時
期
ま
で

は
そ
ん
な
に
規
制
は
厳
し
く
な
か
っ
た
。

戦
後
し
ば
ら
く
す
る
と
立
川
か
ら
米
軍
が

夜
中
に
車
で
来
て
麻
を
取
り
に
来
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
頃
栽
培
し
て
い
た
の
は

無
毒
品
種
が
開
発
さ
れ
る
前
の
在
来
種
だ

っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
ＴＨＣ


成
分
が
無
か

っ
た
の
に
ね
（
笑
）。
そ
れ
で
も
全
国
的

に
だ
ん
だ
ん
規
制
が
厳
し
く
な
り
、
長
野

県
��

で
も
60
年
ま
で
麻
を
作
っ
て
い
た
が
突

然
生
産
者
が
逮
捕
さ
れ
た
り
し
た
。

も
う
一
つ
、
栃
木
��������








県
�������







が
産
地
と
し
て
残

れ
た
の
は
神
事
と
結
び
つ
い
て
い
た
か

ら
。
第
二
位
の
生
産
地
だ
っ
た
広
島
��

県
�は

漁
網
が
多
か
っ
た
。
��������








大
麻
������






は
強
い
が
糸
と

し
て
は
重
い
か
ら
、
軽
い
合
成
繊
維
が
普

及
す
る
と
衰退

し
て
い
っ
た
。
長
野
��

県
�は

畳
糸
が
多
か
っ
た
。
鬼き

な

さ
無
里
は
糸
の
加
工

技
術
が
全
国
で
も
一
番
高
い
が
、
今
で
は

畳
の
糸
に
������������












大
�����������











麻
を
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な

ん
て
全
く
な
い
。
繊
維
と
し
て
は
滋
賀
�県

の
近
江
上
布
や
岩
手
��

県
�の
亀き
つ

甲こ
う

織お
り

、

奈な
ら
ざ
ら
し

良
晒
が
伝
統
工
芸
と
し
て
�����





わ
ず
���



か
に
残

っ
て
い
る
。
手
績
み
の
麻
織
物
は
一
年
に

た
っ
た
二
反
（
二
着
分
）
し
か
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
加
工
技
術
を
復
活
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

大
��

�
�
�
�
�
�
�
�

麻
の
需要

は
まだ増え



る

小
売
販
売
を
始
め
て
か
ら
自
分
で
営
業

に
行
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
神
社
の

し
め
縄
に
し
て
も
大
麻
を
������






使
っ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
多
い
が
、
神
社
が
自
分
で
注
文

す
る
の
で
は
な
く
誰
か
が
奉
納
す
る
も

の
。
し
か
し
大
麻
以
外
の
し
め
縄
も
価
格

は
変
わ
ら
な
い
の
で
、
大
麻
が
も
っ
と
広

が
る
余
地
は
あ
る
。
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で

は
���������������















、
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ラ
ン
ド
メ
ー
カ
ー
�が

カ
バ
ン
の
試
作
に
使
い
た
い
か
ら
と
精
麻

を
24
㎏
買
����������









�
�

っ
て
い
っ
た
。
も
し
話
が
決
ま

れ
ば
２
４０

㎏
の
精
麻
が
必
要
���



に
な
り
圃

場
４
反
分
の
��������








収
穫
量
に
あ
た
る
�。

こ
の
よ
う
に
、
伝
統
的
な
用
途
を
掘
り

起
こ
す
だ
け
で
も
需
要
は
増
え
る
し
、
新

た
な
需
要
も
期
待
で
き
る
。
建
材
や
麻
炭

の
新
た
な
用
途
も
こ
れ
か
ら
は
増
え
る
だ

ろ
う
。
特
に
麻
炭
は
可
能
性
が
大
き
い
。

昔
は
こ
の
辺
り
の
人
は
お
が
ら
か
ら
自
分

で
炭
を
作
っ
て
い
た
。
ふ
か
ふ
か
し
て
細

か
い
麻
炭
は
練
り
込
ん
で
食
品
と
し
て
も

使
え
る
。

加
工
技
術
に
つ
い
て
も
、
各
地
で
そ
れ

ぞ
れ
特
徴
が
あ
る
。
例
え
ば
、
奈
良
晒
で

は
精
麻
し
た
状
態
で
米
ぬ
か
に
つ
け
て
色

を
白
く
し
、
長
野
�����




�
���



県
����



�
���



で
は
麻
を
発
酵
さ
せ

ず
に
強
度
を
出
し
て
い
る
。
用
途
に
応
じ

て
加
工
技
術
を
使
い
分
け
て
い
け
れ
ば
需

要
は
も
っ
と
広
が
る
。

栽
培
が
全
国
に
広
が
る
の
が
目
標

大
����




麻
栽
培
は
10
ａ
80
万
円
と
高
収
入
の

た
め
こ
の
辺
り
で
は
75
歳
、
80
歳
に
な
っ

て
も
栽
培
し
て
い
る
。
し
か
し
さ
す
が
に

麻
づ
く
り
を
や
め
る
人
も
で
て
き
た
。
ウ

チ
が
面
積
を
も
っ
と
広
げ
よ
う
と
思
え
ば

で
き
る
が
、
ウ
チ
だ
け
が
残
っ
て
も
仕
方

が
な
い
。
既
存
産
地
か
ら
す
れ
ば
、
も
と

も
と
麻
は
農
産
物
。
北
海
道
の
よ
う
に
柵

で
囲
わ
な
い
と
作
れ
な
く
な
っ
た
ら
、
自

分
は
作
り
た
く
な
い
。
各
県
で
思
い
は
違

う
だ
ろ
う
が
、農
産
物
と
し
て
認
め
さ
せ
、

全
国
で
栽
培
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

い
く
ら
需
要
が
あ
っ
て
も
生
産
量
が
な
い

今
の
状
況
で
は
産
業
用
に
広
が
ら
な
い
か

ら
だ
。
も
っ
と
も
、
農
産
物
と
い
っ
て
も

守
る
べ
き
と
こ
ろ
は
守
り
、
管
理
を
徹
底

す
る
の
は
当
た
り
前
。
種
は
農
水
省
が
管

轄
し
、
ＴＨＣ�


は
厚
労
省
が
管
轄
す
れ
ば

良
い
と
思
っ
て
い
る
。

現
在
、
栽
培
で
各
産
地
が
困
っ
て
い
る

の
は
種
の
入
手
だ
。
各
地
を
回
っ
て
麻
の

栽
培
の
魅
力
に
つ
い
て
話
を
す
る
機
会
が

あ
る
が
、
せ
っ
か
く
興
味
を
持
っ
た
生
産

者
が
麻
を
作
ろ
う
と
し
て
も
栃
木
県
が
種

を
出
さ
な
い
。
こ
れ
で
は
他
の
産
地
へ
の

嫌
が
ら
せ
と
受
け
取
ら
れ
て
も
仕
方
が
な

い
。
き
ち
ん
と
管
理
し
て
栽
培
で
き
る
生

産
者
に
は
種
が
出
せ
る
よ
う
�����





国
が
変
わ
る

べ
き
で
あ
り
�����������











、
日
本
麻
振
興
会
と
し
て
�は

そ
う
し
た
方
向
で
国
に
要
望
し
て
い
く
�。

規
制
が
厳
し
い
か
ら
簡
単
に
変
わ
る
と
は

思
っ
て
い
な
い
が
、
２
�
�
�����





、
�
�����





３
年
の
う
ち
に

状
況
を
変
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
��

そ
う

し
な
い
と
日
本
か
ら
麻
の
産
業
は
消
え
て

し
ま
う
。

栃木県鹿沼市
農産物として
麻生産の復権を

Case 2 麻
栽
培
を
北
海
道
農
業
の
柱
に

現
在
は
厳
格
な
管
理
の
な
か
で
10
ａ
の

試
験
栽
培
を
続
け
、
建
材
の
サ
ン
プ
ル
や

種
と
り
を
行
っ
て
い
る
。
����



�
�

大
麻
��

�
�

は
収
益
も

高
く
大
規
模
栽
培
に
も
適
す
る
た
め��


、
ル

ー
ル
が
変
わ
れ
ば
��

�
������






畑
作
３
品
や
大
豆
に
続

く
北
海
道
の
農
業
の
柱
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。

神
事
用
で
生
き
残
っ
た
栃
木

ウ
チ
は
江
戸
時
代
か
ら
麻
を
作
っ
て
い

た
。
栃
木
は
昔
か
ら
日
本
一
の
産
地
で
野

州
麻
は
ブ
ラ
ン
ド
だ
っ
た
か
ら
、
自
分
が

農
家
を
継
ぎ
に
帰
っ
て
き
た
１９７


２
年

大森由久
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大麻をめぐる日本史
縄文時代 12000 年前の鳥浜貝塚から大麻の縄が出土する。

縄文土器の模様は大麻の縄でつけた。

弥生時代 静岡市の登呂遺跡から出土した大半が大麻製の織物。

3～ 4世紀 阿波忌部族が畿内に進出しヤマト王権成立の立役者となった。同時に阿波から全国に麻の技術を伝えた。

古代～ 阿部忌部直系の氏が天皇陛下が即位後大嘗祭でのみ使用する「あらたえ」（麻の織物）を製作した。
古代～ 1466 年で中断、1687 年に一時復活し、1735 年以降継続している。

奈良時代 『常陸風土記』『播磨風土記』『出雲風土記』『大日本史』などには日本各地で麻が栽培されていたことが記されている。

平安時代 『延喜式』では、17 ～ 20 歳以下の男子が納める郷土の産物を貢納する国として、伊勢・尾張・三河・武蔵・上総・下総・
常陸・上野・下野・越前・筑前・肥後・日向・信濃から麻が入っている。

平安末期から
鎌倉時代

伊勢神宮に仕えていた祠官が全国各地へと赴き祈祷をしてその「しるし」として御祓大麻を授与するようになった。江戸
中期には全国世帯の約９割に頒布された。
武家政治は質素を旨としたところから麻の生産量が増えた。

江戸時代 木綿が一般庶民にも普及し麻の地位が低下したが、農民の衣服はほとんどが大麻の布であり、武士の裃は大麻の布で作っ
た。一方で高級麻織物が普及し、近江上布（縦糸に苧麻、横糸に大麻を使った麻織物）は彦根藩の保護を受けて発達した。

明治時代 明治政府が大麻と亜麻の栽培を北海道で奨励したが、軍服、艦船用ロープなどの需要が第二次世界大戦後になくなり、そ
のまま野生大麻となった。
1886 年、日本薬局方（第一局）に印度大麻草と印度大麻草エキスの２つが収載された。明治政府はドイツ医学を手本
とした薬局方を採用、1951 年の第６局改正まで 65 年間、大麻は医薬品登録され、鎮痛剤や喘息薬などに使われた。

大正時代 1921 年、大幅に改定された日本薬局方（第四局）に印度大麻草チンキを追加して収載され、 内服で鎮痛薬や催眠剤に用
い、外服で巻煙草にして喘息薬として用いた。

昭　　和 1930 年、アヘン条約の批准に伴い「麻薬取締規則」（昭和５年５月 19 日内務省令第 17 号）を制定。大麻草に関して
は印度大麻草の樹脂とこれを含むものを麻薬に指定し、輸出入が内務大臣の許可制、製造等が届出制となった。日本で縄
や布用に栽培されていた大麻草は、印度大麻草とは違ったため規制対象外であった。
1939 年、戦時中に艦船用ロープや軍服などの軍需用に大麻の増産が奨励された。
1940 年、農務省から大麻繊維の売買価格が国家統制品となった（終戦とともに廃止）。
1945 年、占領軍（GHQ 公衆衛生福祉局）により発行された覚書で大麻草が全面禁止とされる。しかし、当時の繊維原
料として重要であったため、再三の交渉の結果、栽培には免許許可を必要とする制度として 1948 年７月に「大麻取締法」
が制定され、同年 8 月に「指定農林物資検査法施行規則農林省令第 64 号」により、栽培地に 17 県が指定された。
1978 年、栃木県は大麻の種子を他県に配布することを禁止した。
1981 年、九州大学薬学部の協力により栃木県農業試験場は、薬理成分 THC が極めて低い　「とちぎしろ」を開発し、
農家への普及を図った。

平　　成 1996 年、民間で初めて新規に大麻取扱者免許が許可された。
2001 年、厚労省は、大麻栽培者免許の交付は、伝統工芸の継承もしくは生活必需品として生活に密着した必要不可欠
な場合という２つの基準を示した。
2003 年、「構造改革特別区域法」（平成 14 年法律第 189 号）の第 4 次提案で、長野県美麻村が産業用大麻特区を申
請したが、特区しては認められなかった。
2004 年、構造改革特区の第 5 次提案および第 6 次提案で、岩手県紫波町が「麻による農業６ 次産業化構想」をまとめ、
麻栽培免許の交付要件の緩和（産業用利用を目的とする麻栽培を追加）の特区を申請したが、特区としては認められなか
った。
2007 年、構造改革特区の第 12 次提案で、全国 16 地域・会社で 21 件分を「産業用大麻の種子の輸入規制緩和」特
区として申請。
これは栃木県で開発された低 THC 品種の「とちぎしろ」が県外不出としているため、新規に大麻栽培者免許を取った方が、
種子の確保ができないという問題に起因する。低 THC 品種は、EU やカナダの種子会社が保有しており、そこからの輸
入が可能となるような規制緩和を厚労省と経済省に求めたが、すべて特区としては認められなかった。
2008 年、北海道北見市が国の構造改革の北海道版のチャレンジパートナー特区に８月８日付で「産業用大麻栽培特区」
に認定され、大規模栽培に向けた種子確保や THC 検査体制などの環境整備の議論が始まった。
2012 年、麻に関する伝統文化、生活の中で伝えられてきた技術の伝承と産業振興のため、日本麻振興会が設立される。

特集 今から始める大麻栽培
無毒大麻を産業に活かす


